
 

 

 

 

 

例年になく早い梅雨入りで 「また豪雨被害に遭うのではないか」と心配し、新型コロナウイル

スの収束の兆しは見えず、心穏やかでない日々が続きます。また、ワクチン接種が始まったとは言

え、政府の場当たり的な方針で、国民は混乱し、医療現場は疲弊しています。 

さらに現在 11種類確認されているという変異株。とくに感染力が強い「デルタ株（インド株）」も

加わる中で、東京五輪・パラリンピックの開催に突き進む政府と東京都に、国民の不安は広がる

一方です。 

さて、1年以上続くコロナ禍で感染拡大防止のため、定期総会の開催を見合わせておりました

が、十分な感染対策を行い、総会を開催します。これまでの江津民商の活動を振り返り、コロナ

収束後を見据えた、これからの民商活動の方針など討議します。 

また同時に、2023年 10月から導入予定の「消費税インボイス制度」の学習会も開催します。 

このコロナ禍で、今年 10月からインボイス制度導入の事前準備を国税庁は強行します。そし

て、インボイス制度の実態を知らない事業者が大勢いることも問題です。インボイス制度と無関

係の事業者はいません。 いま、日本商工会議所や中小企業団体中央会など官製商工団体も、

インボイス制度の「凍結」「見直し」の声を上げています。 

江津民商としては 2年前にも消費税学習会を開催しました。インボイス制度の再確認とスキル

アップを目標に、一緒に学びたいと思います。知って知らせることができるのが民商の強みです。

是非とも定期総会、学習会にご参加ください。 

◆定期総会＆学習会の日程と会場◆  ※詳細については別紙でご確認ください。 

2021年 7月 18日 （日） 

① 10：00～11：30   消費税インボイス制度の学習会 

② 13：00～14：30   江津民商 定期総会 （サプライズゲスト登場あるかも？） 

③ 15：00～16：30   消費税インボイス制度の学習会 

＜場所：江津市地場産業振興センター 2階＞ 

    住所：江津市嘉久志町イ 405番地  TEL：0855-52-0600 

※感染対策上、インボイス制度の学習会は午前・午後に分散開催します。 

（学習内容は基本同じです。） 
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江津民商ニュース 



コロナ禍５度目の事業者支援の「要望書」と 

江津市議会へ陳情を提出 

昨年 3月から数えて 5回目。第 4波の影響が出ている状況下で、新型コロナウイルス感染症拡大

に伴う中小事業者支援の要望書を、5月 31日、江津市長へ提出し、山下市長、商工振興課、健康

医療対策課の方々とも懇談しました。 

また懇談に先駆け、令和 3年 6月江津市議会定例会に対して「江津市中小企業等持続化応援金 

（第 3弾）に関する陳情」を提出しました。 

陳情は市議会で審議をされましたが、結果は賛成少数で不採択です。（審議の経過は以下の通り） 

【反対意見】 

・第 2弾の応援金から期間が短い。 

・県が新たな支援策（飲食業対象）を打ち出す。市の一般財源を使うことは不可能。 

・市議会からも国へ昨年 9月、本年 3月、意見書を提出している。 

【賛成意見】 

  ・第 2弾の応援金の給付条件が厳しく、支援を受けられていない方がたくさんいる。 

  ・給付を受けられず苦労して事業をしている人に継続的な支援をすべき。 

・地方創生臨時交付金（コロナ対応）で賄える財源がまだある。 

 

【江津市長との懇談では】 

 第 3弾の給付制度の創設、実施時期は様子をみながら柔軟に対応を検討する。 

また、江津市独自の飲食プレミアム券は、国の GoToEAT、県の GoToEATキャンペーンの期間が延長

されたことに合わせ実施時期は検討する。 

とにかくワクチン接種を早期に完了させることが市民の一番の安心ではないか。 

 社会活動上、自費検査を希望する人もいる中で、PCR検査等の補助・助成も要望しましたが、 

一切考えていないとの回答でした。 

 

コロナ対応の苦労と今後の対策を話す 

江津民商理事・野津さん（左） 

 

井上会長に代わり事務局長から 

山下市長へ要望書を手渡しました 

業者の意見や実態を今後も行政に訴え続ける必要があります。自分たちの困りごとを知っても

らい、情報共有することが大事です。あきらめず、民商役員・会員一緒に頑張りましょう。 


